
　

朝
日
町
で
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会
が
で
き
た

の
は
、平
成
元
年
で
あ
る
。い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
日
本
中
が
、
地
域
開
発
の
切
り
札
は
リ

ゾ
ー
ト
開
発
だ
と
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
ゴ
ル
フ
場
、

観
光
ホ
テ
ル
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
を
先

を
争
っ
て
造
っ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。

　

当
時
は
私
は
、
子
供
た
ち
に
地
域
の
自
然
や
、
文

化
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
朝
日
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ク

ラ
ブ
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
活
動
す
る
と
共

に
、
清
里
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
日
本
型
の

環
境
教
育
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
。

　

こ
の
会
で
、『
地
域
お
こ
し
と
環
境
教
育
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
分
科
会
に
参
加
し
た
時
、
あ
る
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
の
開
発
業
者
の
関
係
者
か
ら
、「
リ
ゾ
ー
ト
法
、

リ
ゾ
ー
ト
法
と
い
う
が
、
今
か
ら
い
く
ら
頑
張
っ
て

地
域
開
発
し
て
も
、
コ
ス
ト
的
に
合
う
場
所
は
日
本

に
は
無
い
、
合
う
場
所
の
す
べ
て
は
も
う
既
に
開
発

業
者
が
買
っ
て
い
る
」
と
聞
い
た
。

　

そ
こ
で
、
乱
開
発
を
せ
ず
に
も
っ
と
地
域
の
環
境

を
大
切
に
し
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
や
伝
統
に

学
び
、
文
化
や
自
然
に
誇
り
を
も
っ
て
語
れ
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
い
た

と
き
に
出
会
っ
た
の
が
こ
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

あ
る
。

　
『
地
域
全
体
が
博
物
館
、
町
民
全
員
が
学
芸
員
』、

『
エ
コ
』
＋
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
と
言
う
斬
新
な
発
想

に
魅
入
ら
れ
て
、
朝
日
町
に
日
本
最
初
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
造
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

当
時
は
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
資
料
が
ほ
と
ん

ど
な
く
手
探
り
の
状
態
で
、
資
料
を
集
め
た
り
外
国

語
の
資
料
を
訳
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。

　

最
初
に
見
つ
け
た
資
料
を
も
と
に
、
平
成
元
年
フ

ラ
ン
ス
に
一
人
で
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
に

行
っ
た
の
も
今
か
ら
考
え
る
と
な
つ
か
し
い
こ
と

で
、
日
本
か
ら
来
た
最
初
の
見
学
者
だ
と
聞
い
た
。

　

最
近
は
多
く
の
地
域
や
人
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
試

み
を
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、「
土
木
型
行
政
主
導
箱

も
の
開
発
」
か
ら
、「
学
習
型
民
間
主
導
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
開
発
」
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

さ
ら
に
、
農
林
水
産
省
が
、
平
成
十
年
度
か
ら

『
田
園
空
間
博
物
館
構
想
』と
い
う
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
考
え
方
を
取
り
い
れ
た
事
業
を
始
め
た
と
聞

き
、
ま
す
ま
す
そ
う
感
じ
て
い
る
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
一
九
七
一
年
フ
ラ
ン
ス

人
の
博
物
館
学
者
ア
ン
リ
・
リ
ビ
エ
ー
ル
に
よ
っ
て

考
え
ら
れ
た
、
ま
っ
た
く
新
し
い
考
え
方
の
博
物
館

学
で
あ
る
。
エ
コ
と
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生
態
学
）
の

こ
と
で
、
直
訳
す
れ
ば
「
生
態
博
物
館
」
と
な
る
。

そ
の
目
的
は
、「
行
政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
地
域
の
生
活
と
自
然
及
び
社
会
環
境
の
発
達
過

程
を
史
的
に
探
求
し
、
自
然
及
び
文
化
遺
産
を
現
地

に
お
い
て
保
存
し
育
成
し
、
展
示
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
そ
の
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

　

こ
の
目
的
か
ら
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
「
生
活
環

境
博
物
館
」「
町
ぐ
る
み
博
物
館
」「
屋
根
の
無
い
博

物
館
」
等
と
も
意
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
地
域
の
人
々
の
た
め
の
学
校
で
あ
る
。
地

域
の
人
々
が
地
域
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
住
む
地
域
の
良
さ
を
認
識
し
、

地
域
に
誇
り
を
持
っ
て
生
活
す
る
た
め
の
学
校
で
あ

る
。

　

第
二
に
、
地
域
の
自
然
遺
産
、
文
化
遺
産
、
生
産

遺
産
等
の
保
護
と
育
成
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
地
域

●　

地
域
づ
く
り
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の
人
々
が
生
き
生
き
と
生
活
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

を
地
域
か
ら
見
つ
け
だ
し
、
体
験
し
、
保
護
し
、
育

成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

第
三
に
地
域
の
こ
と
を
地
域
の
人
々
が
考
え
る
た

め
の
研
究
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
域
の
人
々
が
地

域
の
特
性
を
研
究
し
、
そ
れ
に
適
応
し
た
生
活
、
生

産
な
ど
を
確
立
す
る
た
め
の
研
究
所
で
あ
る
。

　

な
ぜ
朝
日
町
で
エ
コ
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
の
か
、
基
本
構
想
か
ら
た
ど
っ
て
み
る
。

　

第
二
次
総
合
開
発
計
画
で
「
美
し
い
自
然
に
包
ま

れ
た
人
間
性
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る
町
」
づ
く
り

を
進
め
、
自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
た
町
営
の
宿
泊

施
設
「
自
然
観
」
の
設
置
や
、
清
流
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
合
併
浄
化
槽
の
普
及
、
空
気
や
環
境
に
感
謝

す
る
「
空
気
神
社
」
の
建
立
、
さ
ら
に
「
地
球
に
や

さ
し
い
町
宣
言
」
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

ま
さ
に
朝
日
町
が
環
境
を
意
識
し
て
い
た
時
、
平

成
元
年
、
私
た
ち
は
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会
」

を
作
り
、
生
活
と
環
境
を
大
切
に
楽
し
め
る
町
づ
く

り
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
実
現
を
町
に
提
案
し
た
。

　

平
成
三
年
、
第
三
次
総
合
開
発
基
本
構
想
で
は
、

基
本
理
念
を
「
楽
し
い
生
活
環
境
観
・
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
町
」
づ
く
リ
に
決
め
た
。

　
　

さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
に
決
ま
っ
た
、
第
四
次

総
合
発
展
計
画
で
も
、
引
き
続
き
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
基
本
理
念
に
し
て
、「
自
然
と
人
間
が
共
生

し
、し
っ
か
り
し
た
暮
ら
し
を
築
く
、エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
ま
ち
」
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

平
成
三
年
に
朝
日
町
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
視
察
研

修
を
行
い
、
そ
の
後
、
視
察
し
た
バ
ス
セ
ー
ヌ
か

ら
専
門
家
を
招
き
、
国
内
で
は
初
め
て
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
国
際
会
議
を
開
催
し
、
多
く
の

参
加
者
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
行
政

と
民
間
共
同
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
「
朝
日
町
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
機
構
」
と
し
て
設
立
し
た
。

　

こ
の
研
究
機
構
で
は
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
実

現
の
た
め
に
具
体
策
の
検
討
を
行
っ
た
。
デ
ザ
イ

ン
計
画
、
サ
テ
ラ
イ
ト
の
選
定
や
、
サ
テ
ラ
イ
ト

の
仕
組
み
と
、
町
の
案
内
人
を
養
成
す
る
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。

　

一
方
、
私
た
ち
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会

で
は
、
町
の
生
涯
学
習
課
と
の
協
力
で
、
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
地
域
で
実
践
し
、
理
解
し
て
も

ら
う
行
事
を
、
毎
年
遺
産
の
あ
る
現
場
で
開
催
し

て
き
た
。
地
域
の
遺
産
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
劇
、

人
形
劇
、
音
楽
会
、
神
楽
、
舞
楽
の
上
演
な
ど
、
地

区
の
住
民
と
と
も
に
行
う
行
事
は
多
く
の
人
の
参
加

を
呼
び
、
地
域
を
見
直
し
誇
り
を
持
つ
機
会
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
地
元
中
学
生
が
選
ん
だ
「
町
の
宝
物
」
を

カ
ル
タ
に
し
、
小
学
生
の
い
る
家
庭
に
配
っ
て
、
カ

ル
タ
大
会
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
も
地
域
の
遺
産
や

宝
物
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
行
事
も
開

催
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
一
昨
年
、町
の
案
内
人
養
成
講
座
を
開
き
、

講
座
修
了
者
に
よ
っ
て「
町
の
案
内
人（
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ガ
イ
ド
）
の
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

い
よ
い
よ
、
こ
の
六
月
に
図
書
館
、
ホ
ー
ル
な
ど

を
兼
ね
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ア
セ
ン
タ
ー
が
完

成
す
る
。
こ
こ
に
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
朝

日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会
」
の
学
芸
員
が
配
置

さ
れ
、
運
営
は
行
政
と
民
間
の
二
重
入
力
で
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
で
安
定
し
た
組
織
が
で
き
、
サ
テ
ラ
イ
ト
が

整
備
さ
れ
、
学
芸
員
が
い
て
、
案
内
人
が
生
ま
れ
た
。

研
究
会
が
出
来
て
十
二
年
、
私
は
、
や
っ
と
日
本
最

初
の
本
格
的
な
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
山
形
県
朝
日

町
に
生
ま
れ
た
と
自
信
を
も
っ
て
言
え
る
。
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●　

地
域
遺
産
を
大
切
に
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す

地域づくり
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